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世界を観て日本を考える読書交流会 
～シリーズⅪ：明治維新から150年、歴史を振り返り日本と東アジアの未来志向の関係を考える～ 

◇プログラム◇ 2017年１０月１９日（木）～2018年１月２５日 （木）１８：１５～２０：１５ 毎月１回 計４会合 軽食付 

【第１回】   １０月１９日（木） 

＜読後の意見交流①＞「明治維新 1858-1881」*1 を読んで（参加メンバーの自己紹介他） 

【第２回】   １１月１６日（木）                                          

＜読後の意見交流②＞「日本の近代とは何であったか 問題史的考察」*２を読んで  

【第３回】   １２月１４日（木）                     

＜読後の意見交流③＞「昭和の戦争 日記で読む戦前日本」*３、「教養としての『日本史』集中講義」*４を読んで 

【第４回】   2018年１月２５日（木） 

＜ゲスト講演＞ 

「日本と東アジアの近代を振り返る―明治維新 150年の視点から―」 

 井上 寿一 氏 学習院大学 学長 

◇会   場◇ 当会 「セミナールーム」 千代田区麹町５－７－２ 麹町Ｍ-SQUARE ２階 
（東京メトロ有楽町線麹町駅２番出口より徒歩５分、ＨＰ地図を参照下さい。https://www.bri.or.jp/about/access） 

 
◇購読書籍◇ ＊１「明治維新 1858-1881」（坂野 潤治、大野 健一 著 講談社現代新書 講談社） 

              ＊２「日本の近代とは何であったか 問題史的考察」（三谷 太一郎 著 岩波新書 岩波書店）                 
＊３「昭和の戦争 日記で読む戦前日本」（井上 寿一 著 講談社現代新書 講談社） 

             ＊４「教養としての『昭和史』集中講義」（井上 寿一 著 ＳＢ新書 ＳＢクリエイティブ）  

   ＜開催にあたって＞ 
グローバル化がますます加速している現在、国内外を問わず、ビジネスを進める上でグローバルな視点で考え、判断することが重要となってい

ます。このような場面でこそ歴史観、全体観、大局観が是非必要でありますが、その学びの場として、この度「読書交流会」シリーズⅪを企画い

たしました。 

個人の読書による学習をさらに進めて、読書交流会に参加し、相互に触発し合い、交流を通じて複眼的視野を養ってみませんか。 

「読書交流会」シリーズⅪ（４回セット）では、来年明治維新から数えて１５０年を迎えるにあたり、読書を通してこれまでの歴史を振り返り、

東アジアと未来志向の関係を築くにはどうすべきかを考える機会としていただければと存じます。 

第４回（最終回）には、学習院大学 学長 井上 寿一氏をお招きし、講演、ディスカッションにより一層の理解を深めていただく予定にして 

おります。 

共通の問題意識を持たれる有志の方々にお集まりいただき、読書交流会を通じたビジネスパーソンの相互研鑽の場としても有用な機会としてい

ただければ幸いに存じます。 

＜読書交流会について＞ 

      第１ 回(シリーズⅠ)： 日本の近・現代史を軸に中・韓関係を読み解く（2012年 10月～2013年１月開催・計 4回） 

第２ 回(シリーズⅡ)： 中東を中心にイスラム世界と日本との関わりを理解する(2013年 3月～6月開催・計 4回） 

第３ 回(シリーズⅢ)： 日本の近代化に大きな影響を与えたヨーロッパ、日本人にとってのヨーロッパとは何かを考える(2013年 10月～2014年 1月開催・計 4回） 

第４ 回(シリーズⅣ)： 日本にとってアメリカとは、アメリカの歴史と日米関係史を通して学ぶ(2014年 3月～6月開催・計 4回） 

第５ 回(シリーズⅤ)： 東南アジアの歴史と政治・経済を理解し、日本との新たなパートナーシップを探る(2014年 10月～2015年 1月開催・計 4回） 

第６ 回(シリーズⅥ)： 日中韓の近現代を学び、戦後７０年中韓との新たな関係を探る(2015年 3月～6月開催・計 4回） 

第７ 回(シリーズⅦ)： イスラム世界を社会経済面から捉え、今後の日本との新たな関係を考える(2015年 10月～2016年 1月開催・計 4回） 

第 8 回(シリーズⅧ)： ヨーロッパ文明の本質とＥＵ統合までの歴史を学び、日本と世界の未来を探る(2016年 3月～2016年 6月開催・計 4回） 

第 9 回(シリーズⅨ)： 日米戦争から現代までのアメリカ史を読み、アメリカの本質を理解し、今後の日米関係を考える(2016年 10月～2017年 1月開催・計 4回） 

第 10 回(シリーズⅩ)： 東南アジアの歴史と未来を体系的に学び今後の日本とのつながりを考える(2017年 3月～2017年 6月開催・計 4回） 

今後は、皆様方のご意見・ご要望を取り入れながら、いろいろな国や地域など読書交流会を通じて様々な視点から学ぶ機会といたします。  
 

＊ 申込書にご記入いただいた個人情報は、本研究会に関する確認・連絡および当会主催事業や刊行物のご案内をお送りする際に利用させていただきます。 

＊ 「セミナーに関するご不明な点につきましては、当会ホームページより 〔ＴＯＰ〕→〔公開セミナー〕→〔よくあるご質問〕をご参照下さい。 

 
 
◎お申込み：当会ホームページ（https://www.bri.or.jp/）又は 

E-mailでお申込み下さい。 
後日（開催 1週間～10日前までに受講票・請求書をお送りいたします。 

＊最少催行人数に満たない場合は、中止させていただくこともございますので 
ご了承下さい。 
＊会員企業一覧は当会ホームページで確認いただけます（https://www.bri.or.jp/） 

  ＊ＦＡＸでお申込の際、「０（ゼロ）発信のＦＡＸ機」をご使用の場合は、必ず「０」を 
押してから、番号入力をお願いいたします。（別番号への誤送信にご注意下さい。） 

【募集人数】 １０名程度、先着申込順 

【申込先】 一般社団法人 企業研究会（金井）／kanai@bri.or.jp 

〒102-0083東京都千代田区麹町５－７－２ 麹町Ｍ-SQUARE ２階 

TEL.０３－５２１５－３５５０  FAX.０３－５２１５－０９５１～２ 

 

171759-0305 2017.10.19～2018.1.25 「読書交流会」シリーズⅪ 
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＜ご参考＞第３回購読書籍「教養としての『日本史』集中講義」の目次 

第１章 昭和初期の人たちは、案外いまの私たちと似た状況 
にあった  

第２章 満州事変はなぜ後戻りできなくなったのか 
第３章 復活の兆しがあった政党内閣と日中戦争の泥沼化 
第４章 避けることのできた日米開戦 
第５章 現代の日本の枠組みをつくった戦後という時代 

https://www.bri.or.jp/about/access
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